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拠点名　：　ふくしま医療－産業リエゾン支援拠点

本拠点では、福島県立医科大学を中心とする福島県内連携医療機関で集積される臨床材料と臨床情報を最大限有

効活用して、製薬・診断薬・検査薬・医療機器を含む各種関連産業で利用できる技術と体制を確立する。特にが

ん研究に関わる医師・研究者と産業界の連結を促進・支援することにより地域経済の活性化と個別がん医療の実

現を目指す。

本拠点では抗がん剤や診断薬・検査薬の開発支援と、それらに必要な評価系として新規担がん動物や組織細胞培養

系などを開発する。これらに付随する試薬・素材・機器等の開発のため、地域に存在する多種多様な企業が参入す

る。さらに、生体材料や特殊試薬の保管・管理および施設間輸送業務等の新規業種の参入や、拠点発ベンチャー企

業の設立を見込む。

官：福島県

学：福島県立医科大学

産：福島県医療福祉機器研究会

福島県立医科大学　産学官共同研究センター
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委員長　　斉須　秀行　（福島県商工労働部　部長）

委員　　　大和　英之　（株式会社クレハ生物医学研究所　吸着医薬研究室長）

委員　　　青田　貞和　（日本ベクトン・ディッキンソン株式会社　福島工場長）

委員　　　齋藤　烈　　（日本大学工学部　教授）

委員　　　丹治　惣兵衛（福島大学　教授）

委員　　　岩瀬　次郎　（会津大学　理事）

委員　　　竹之下　誠一（福島県立医科大学　理事）

委員　　　佐藤　長久　（（公財）福島県産業振興センター　専務理事）

福島県立医科大学　産学官共同研究センター

　　　住所：福島県福島市光が丘 1番地

　　　Tel. ０２４－５４７－１７９０

◎拠点設置場所

福島県立医科大学医学部附属実験動物研究施設他

　　　住所：福島県福島市光が丘 1番地

　　　Tel. ０２４－５４７－１７９０

本拠点では医療機関と産業界の交流をコーディネートすることにより、がんの創薬・診断薬・検査薬・関連機器開

発等を支援する体制を構築するとともに、地域発の個別がん医療を目指す。そのため次の共同研究を行う。

●抗がん剤の評価系としての新規ヒト由来がん組織培養系の開発

●抗がん剤の評価系としての新規担がん動物系統の開発

●個別がん医療に適合する新規がんマーカーおよびマーカーセットの探索

●個別がん医療に適合する新規がん診断キットの開発

●個別がん医療に適合する新規がん診断機器の開発

全体構想：

期待される地域活性化

主な共同研究開発課題

提案機関：

参画機関：

運営体制：
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【具体的活動内容】　
・ 手術で得られるがん組織を利用して、新規の担が
 ん動物や初代培養細胞系を確立。これらを評価、
 供給できる拠点施設の整備を目指す。
・ 拠点施設やオープンスペースラボを利用した新た
 な産学官共同研究の推進（約５件を見込む）。
・ コーディネーターの配置。
・ 産学官連携セミナーの開催。

【運営管理体制】　 
・ 地域産学官事業運営委員会を設置（平成23年2月予定）し、拠点
 施設運営計画の策定、進捗状況の管理、評価を行う。
・ 福島県立医科大学内に産学官共同研究センターを設置（平成23
 年2月予定）し、拠点の管理•運営を行う。
・ 平成２２年度内に福島がん研究基金を設立し、最初に福島県立
 医科大学の財源（約２億円を予定）を拠出する。
・ 県民、県内医療関係機関、本拠点から成果の開示・提供を受ける
 製薬企業、医療機器開発企業等から寄附金拠出を募る。

（福島県）地域産学官共同研究拠点整備構想

拠点名：ふくしま医療ー産業リエゾン支援拠点
コンセプト：「臨床材料と臨床情報を活用した医療関連産業支援によって地域経済を活性化する」

現行産学官プロジェクト
福島県立医科大学： がん橋渡し研究プロジェクト
「遺伝子発現解析を活用した個別がん医療の実現と抗がん剤開
発の加速」が進展中　 H１９ーH２３

【成果】 
・ ３年半で1000を超えるがんサンプルの遺伝子発現解析が完了。 
・ 福島県立医科大学の全診療科が協力。
・ 新規化学療法効果判定用マーカー遺伝子セットや創薬標的分子候補
 等を同定し、13件について企業へ開示。特許7件。新規の臨床研究（2件）
 および産学共同研究（2件）を創出。
・ 参画製薬企業が橋渡し研究としての取り組み姿勢を高く評価。

【今後の課題】　
既存細胞株よりも実際のがんに近い細胞・組織材料（初代培養
細胞と担がん動物系統等）を用いた抗がん剤開発が必須。

【数年～１０年後の達成目標と効果予測】
・ 大手企業による全国規模の創薬開発
・ 地域産業界における新規業種の創出と育成（がん関連診断
 キット開発、生体材料創出に必要な試薬・機器等の開発、生体
 材料の輸送・管理業務　等）
・ 拠点発ベンチャーの創出
・ 大手企業研究施設の誘致
・ 上記産業の振興による雇用創出
・ 地域がん医療の質的向上と県外からの患者リクルートによる
 経済効果

総体地域経済効果は
年間約６億円

設備費および施設改修費等
約　１１．２ 億円


